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Society5.0（超スマート社会）プラットフォームのイメージ
○総合戦略2015で定めた11システムのうち「⾼度道路交通システム」「エネルギーバリュー
チェーンの最適化」「新たなものづくりシステム」をコアシステムとして開発。
他システムと連携協調を図り、新たな価値を創出。

●規制・制度改⾰の推進と社会的受容の醸成
●知的財産戦略と国際標準化の推進

●能⼒開発・⼈材育成の推進
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①基盤技術となる、AI、ビックデータ解析技術、
サイバーセキュリティ技術等の強化

②各システムの⾼度化に
資するデータベース構築と、

③将来のシステム連携に備えた
通信インターフェース、
データフォーマットの検討

複数システム間で利活⽤
が期待されるデータベース
の在り⽅の検討基盤技術

AI、ビッグデータ処理技術
サイバーセキュリティ等

●「Society 5.0」プラットフォーム構築のイメージ

３次元
地図情報エネルギー

需給情報

異業種間
データ流通促進

地球環境
情報

医療情報

ヒト・モノ・車
位置情報

映像情報

衛星観測
情報

○新たな価値・サービス創出の基となるデータベースを整備
○基盤技術（AI、ネットワーク技術、ビッグデータ解析技術等）の強化

※今回取り上げたデータベースは参考例 1
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今年度のシステム基盤技術検討項⽬（案）

① 基盤技術となる、AI、ビックデータ解析技術、サイバーセキュリティ技術等の強化

② 各システムの⾼度化に資するデータベース構築と、複数システム間で利活⽤が期待さ
れるデータベースの在り⽅の検討

③ 将来のシステム連携に備えた通信インターフェース、データフォーマットの検討

その他

A) Society 5.0プラットフォームの実現の鍵となるＡＩ等の基盤技術強化の⽅策に
ついて検討する。

B) コアシステムの⾼度化及びシステム間の連携協調を促進するためのデータベース構
築の⽅策を検討する。

C) 既存のシステムも活⽤してシステム間の連携協調を推進する際に、効率的に確実
に進めるための考え⽅や作業⼿順など関係者で共有できるリファレンスモデル
（案）を検討する。その検討を推進するために、各データベースの通信I/F、デー
タフォーマット等、システムアーキテクチャにおける課題を整理しシステムが繋がる仕
組みを具体的に検討する（SIP連携を含む）。

D) 重きを置くべき施策として特定した施策のフォローアップを実施する。

実務者による会合にて詳細検討



B) コアシステムの⾼度化を促進するためのデータベース構築
• 各戦略協議会・ＷＧで検討しているデータベース構築をヒアリングして取りまとめ

る。
• コアシステムを中⼼に、当該戦略協議会・ＷＧの有識者よりデータベース構築の取

組についてプレゼンいただき、システムの連携協調の観点から補強点等を議論する。

C)-1 リファレンスモデルの検討
• 「Society 5.0」や「Society 5.0」を実現するプラットフォームを参考に、システ

ムズアプローチの考え⽅を取り⼊れてリファレンスモデルを検討する。
（（公）計測⾃動制御学会のスマーターワールド調査研究会と連携）

• 実際に運⽤可能なリファレンスモデルを⽬指して、昨年度のシステム基盤技術検討
会で検討した５つの活⽤事例（ユースケース）の具体的検討もリファレンスモ
デルに反映させる。（※下記検討のC)-2））

Ｃ)-2 システムが繋がる仕組みを具体的に検討
• 3次元地図情報DB、ヒト・モノ・⾞位置情報DB、映像情報DB、地球環境情報PFの

整備状況の確認
• 各ユースケースのシステムアーキテクチャの設計
• 各ユースケースのシステムにおける協調領域と競争領域の明確化
• 産業化までのスケジュール確認、必要な取組、課題の明確化

実務者会合での具体的な検討項⽬（案）
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（参考）インターフェースの標準化：
リファレンスモデル検討に向けて
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第8回重要課題専⾨調査会（H28.4.11）
資料2-1より抜粋

デバイス、ゲートウェイ、プラットフォーム、アプリの4階建モデルの例

• Society5.0の超スマート社会サービスプラットフォームは、システム間の連携協調を容易にし、
相互接続性を担保した上で、データや機能の共有等を⽬指している。その構築推進に当たっては、
しっかりしたリファレンスモデルに基づく検討が必要であり、昨年実施された「基盤技術の推進
の在り⽅に関する検討会」で議論されたシステムイメージを参考に検討を進めていく。
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C) -1 リファレンスモデルの検討
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 昨年度の検討で、システムを連携することで新たな価値創造が⾒込まれるユー
スケースを5つ特定した。

 Society 5.0を普及させるためには、ユースケース考案~実⽤化までの期間を最
短化し、コストを最⼩化した上で安全に構築する必要がある。

 Industrie 4.0のRAMI4.0は⼀つの産業分野のなかで連携を主眼に置いている
が、Society 5.0は異なる産業分野のシステムの連携協調により新たな価値を創
造する未来の経済社会であることから、RAMI4.0を参考にしつつも、Society 
5.0リファレンスモデルを改めて構築すべき。

リファレンス・アーキテクチャ例（Industrie 4.0)
出典；Umsetzungsstrategie Industrie
4.0(https://www.bitkom.org/Bitkom/Publikation en/Umsetzung sstrategie- Indus tri e-40.html)

一つの産業分野に閉じずに、新た
な価値を創造するために、既存シス
テムも含めたシステム間の連携協調
を早く安く安全に実現するための指
針となるリファレンスモデル。
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C)-1 リファレンスモデルの検討
スマーターワールド調査研究会（（公）計測⾃動制御学会）との連携

 計測⾃動制御学会では、⾙原先⽣（神⼾⼤）を中⼼にシステム間の連携協調を
推進する⼤規模・複雑な社会的システムの課題解決に資するようなシステムズ
アプローチを検討中。「Society 5.0」と類似の概念である。 （システム基盤
技術検討会にてプレゼンを検討中）

 計測⾃動制御学会とも連携し、システム間の連携協調を関係者が効率的に安全
に推進するために、考え⽅や作業⼿順を共有できるリファレンスモデル（案）
を構築していく。

循環・螺旋型システムズ
アプローチ

超システム

スマーターワールド調査研究会検討資料より



C)-2 システムが繋がる仕組みの検討 第9回重要課題専⾨調査会（H28.7.22）
資料2-1を基に構成
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ユースケース概要 データベース 状況
利⽤者の安全・安⼼を⽬指し、⼈や⾞など
の位置情報を把握した上での経路案内や乗
降サービス

ヒト・モノ・⾞位置情報 ・コペンハーゲンでのCity Data Exchange に参画。
エネルギー、交通、インフラ計画等の都市データ
プラットフォームを試験運⽤。（（株）⽇⽴製作所）

新たなサービス創出を⽬指し、３D地図情報
を活⽤したインフラ整備や避難誘導システ
ム、エネルギー共有サービス、⾃動⾛⾏シ
ステムなどの実現

３次元地図情報 ・⾃動⾛⾏葛巻PD、インフラの藤野PDとSIP
防災実施機関の防災科研林理事⻑で意⾒交換。

・⾃動⾛⾏のコンソーシアムにて防災やインフラで
の３次元地図情報の活⽤⽅策を費⽤⾯を含めて検
討予定。（SIP)

新たなサービス創出を⽬指し、市場のカメ
ラ情報を活⽤した案内サービスや集客予想、
代理監視サービスの提供

映像情報 ・カメラ画像のプラットフォーム化をCOCNにて取
組推進。プライバシー問題含めプラットフォーム
化の課題を検討中。（COCN：NEC）

農業の付加価値⽣産性向上を⽬指し、地球
環境情報を活⽤した農作物の栽培条件や⽣
産品⽬の最適化

地球環境情報 ・地球環境情報プラットフォームの農業活⽤を推進。
COCNと連携した名古屋⼤ 北先⽣のＩＣＴ活⽤
農業 実証プロジェクトで地球環境情報ＰＦ推進
を⽀援予定。SIP農業との連携も考慮。（COCN）

異業種間データ流通促進 ※上記４つのデータベースを構築していくことが異業種
間データ流通促進につながっていく

 これまでに、システム基盤技術検討会にて設定したユースケース（データベー
ス）を関係者にヒアリングを実施した。各ユースケース毎に各組織が取組を進
めており、この取組を起点に通信インターフェースやデータフォーマット等の
議論の深堀を進める。

※エネルギー、インフラ、医療、農業などシステムごとに構築が進むデータベースとの連携も考慮。



新No. 旧No. 価値カテゴリー 実現可能性 実現時期

3,9,13,98 12,31,41,
17 サービス創出（３D地図基盤とIoT⾞両情報基盤） 低 中 ⾼

短期 中期 ⻑期

KP プレイヤ KA 主要活動 VP 価値（サービス） CR 顧客との関係 CS 顧客セグメント

KR リソース（基盤） CH チャネル

C＄ コスト構造（課題解決コスト） R＄ 価値の流れ

定額サービス

国・⾃治体
（インフラ監視）

管理コスト削減

企業・個⼈
（交通死傷者０・
渋滞回避・省エネ
・有事エネルギー
共有）

定額サービス
（有事の際は無料）

デジタルインフラ
（⾃動運転・協調型ITS）
ナビゲーション
(移動計画、観光、避難誘導）
インフラ監視
（異常検知・事故、被災情報）

・⾼度道路交通システム
デジタルインフラ 提供

・管制機能部⾨

・３次元地図共通基盤の整備・更新
・ ⾼度運転⽀援、⾃動運転⾞両の社会普及と

動的情報の双⽅向通信
・ 道路インフラ情報（信号制御）の双⽅向通信
・ 歩⾏者情報（携帯等保有）の双⽅向通信
・上記IoTセンサーの匿名化並びにデータベース化コスト

インフラ事業
（道路、河川等監視）

⾃動運転サービス
（⾃動運転・協調型ITS)

IoT
センサー

情報

静的情報

動的情報

企業・個⼈
（交通死傷者０・渋滞回避・省エネ）

サービス事業
（⾃動運転、⾼度交通情報、

エネルギー情報）

点検

交通

実世界
情報 異常検知・通知サービス

（道路、河川等）

・⾼度交通情報 提供

・移動計画、渋滞回避、
省エネ、観光サービス

⾼度交通情報サービス
（移動計画・観光推奨

被災時避難誘導)

・監視部⾨

・商⽤サービス部⾨

・避難誘導

IoT センサー情報
（道路、⾃動⾞、携帯等）
⾞両エネルギー残量

⇒3次元地図基盤

～2020 ～2030 2030～

エネルギー共有サービス

（参考）ユースケース④
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ユースケース４のシステム構成を基にした具体的検討内容（案）

インターネット

企業網

サーバ群 DB群

⾃動運転サービス
システム

企業網

サーバ群 DB群

⾼度交通情報サービス
システム

企業網

サーバ群 DB群

エネルギー共有サービス
システム

企業網

サーバ群 DB群

異常検知・通知サービス
システム

⾞ 物 ⼈

ダイナミックマップ
A

B

通信 検討内容（案）
通信A • GW/網側機能配備

• 通信I/F
• セキュリティ要件

通信B • 物理設計
• DBMS（通信の要求条件、属性変更への拡張容易性）
• セキュリティ要件

B

A
B 各⾃治体

※ 図の⾞、物、⼈の位置情報等
の各種センサ情報は、⾼度交
通情報サービスシステムの
DBに格納されている前提
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実務者会合の議論項⽬まとめ（案）
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 第1回実務者会合（９⽉20⽇）
• 検討の進め⽅
• ＤＢ連携の価値プレゼン
• ユースケースの取組共有

 第３回実務者会合（11⽉末を予定）
• 各ユースケース毎の

DB構築の検討深堀
• 各システムの取組紹介
• システム基盤技術検討会の

指摘事項共有

 第５回実務者会合（2⽉初を予定）
• 各ユースケース毎のＤＢ

構築の課題のまとめ
• ＤＢ連携の⽅向性まとめ
• 各システムの取組紹介
• 各システムのＤＢ構築課題の

議論

・各ユースケース毎の課題（案）作成

 第２回実務者会合（10⽉末を予定）
• システムズアプローチのプレゼン
• 各システムの取組紹介
• リファレンスモデルの在り⽅議論

 第４回実務者会合（1⽉中を予定）
• システムアーキテクチャの取組共有
• システム基盤技術検討会の
指摘事項共有
• リファレンスモデルの在り⽅議論

 第６回実務者会合（2⽉末を予定）
• システムアーキテクチャの取組共有
• システム基盤技術検討会の
指摘事項共有
• リファレンスモデルの素案作成

システムが繋がる仕組みの検討
リファレンスモデル検討



システム基盤技術検討会と実務者会合スケジュール（案）

検討内容 2016
9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

2017
1⽉ 2⽉ 3⽉

システム
基盤技術
検討会

A) ・AI等の基盤技術強化の⽅策
について

B) コアシステムの⾼度を促進するた
めのデータベース構築

C) リファレンスモデル、システムが繋
がる仕組みの検討

D) 重きを置くべき施策 対象施策
のフォローアップ

実務者
会合

Ｂ）コアシステムの⾼度化を促
進するためのデータベース構築

C）-1 リファレンスモデル検討

Ｃ）-2 システムが繋がる仕組みの
検討

システム基盤技術検討会と実務者会合と相互に連携
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 議論の結果を年度末に取りまとめ、システム基盤技術検討会に報告する。

 検討内容に沿って、各戦略協議会・ＷＧの有識者よりプレゼンテーションを実
施する。

9/20

9/26



 産業化を意識し各データベース、システム構築に先進的に取り組んでいる関係
者主体で検討を進める。

 システムアーキテクチャ、システムズアプローチの専⾨家を加え、データベー
スを集めて統合する仕組みを細部まで⼗分議論する。

実務者会合での検討メンバー
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［検討メンバー(五⼗⾳順、敬称略）］

⽝童 拓也 ⽇本電信電話株式会社 ＮＴＴサービスエボリューション研究所
主幹研究員

奥野 通貴 株式会社⽇⽴製作所 情報通信イノベーションセンタ
ネットワーク研究部 主任研究員

紅林 徹也 株式会社⽇⽴ソリューションズ 経営企画本部 執⾏役員／本部⻑
主査 ⽥中 健⼀ 三菱電機株式会社 開発本部 役員技監

⼿塚 悟 SIP「重要インフラ等におけるサイバーセキュリティの確保」
サブプラグラムディレクター／慶應義塾⼤学⼤学院
政策・メディア研究科 特任教授

⻄⼝ 修 SIP「次世代農林⽔産業創造技術」戦略コーディネーター／
株式会社⽇⽴ソリューションズ クロスダストリソリューション事業部
空間情報ソリューション本部 ＧＩＳ部 部⻑

⼭⽥ 敬嗣 ⽇本電気株式会社 中央研究所 理事 兼 価値共創センター⻑

（株式会社ＮＴＴデータより１名追加予定）


